
　約６万人の人々が暮らす沖縄県糸満市。その人々の生活
排水が集まる下水処理場において下水から発生するバイ
オガスを使った国内初の新しい取り組みが始まっている。
　下水から発生するメタン由来のバイオガスはそのまま
大気に捨てることができないため、通常は燃やして大気
に捨てられている。本施設では、今まで捨てられていたバ
イオガスをコージェネレーション（以下コージェネ）の燃料

コージェネ導入のポイント
下水処理場で発生したバイオガスを 
オフサイトの発電で活用する国内初の取組み
コージェネ排熱を塩工場の製塩工程で活用
官民連携によるエネルギーの地産地消

1

2

3

としてオフサイト（施設外）で有効活用し、電気と熱を作り
地産地消している。沖縄は、水溶性天然ガス（温泉付随ガ
ス）の開発などの未使用エネルギーの導入にも積極的に
取り組んできた歴史があり、その一端とも言える国内初
の取り組みをここに紹介する。

国内初、下水処理場で発生するバイオガスの
オフサイト利用とエネルギーの地産地消

いとまんバイオエナジー

■ 施設概要
事 業 者 いとまんバイオエナジー（株）

出 資 会 社
計 ７ 社

（株）オカノ、沖縄ガス（株）、（株）青い海、ヤンマー沖
縄（株）、（株）沖縄ガスニューパワー（以下「沖縄ガ
スNP」）、東京ガスエンジニアリングソリューションズ

（株）、ヤンマーエネルギーシステム（株）

開 業 年 月 2019年1月：いとまんバイオエナジー設立
2019年10月：コージェネによる熱電供給事業開始

コージェネ 
設 置 場 所 沖縄県糸満市西崎町４―５－４　青い海 構内

面 積 糸満市浄化センター：4,500㎡（下水処理場）
青い海：2,475㎡（用途：製塩工場）
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コージェネ導入事例

官
民
連
携
に
よ
る

バ
イ
オ
ガ
ス
を
活
用
し
た

地
産
地
消
の
取
り
組
み

　

２
０
１
９
年
に
沖
縄
県
糸
満
市
で
設
立
さ

れ
た
「
い
と
ま
ん
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会

社
」
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
的
と
し
て
地
元

企
業
が
中
心
と
な
る
官
民
連
携
で
作
ら
れ
た

合
弁
会
社
（「
施
設
概
要
」
参
照
）
で
あ
り
、

糸
満
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
処
理
工
程
で

発
生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
（
消
化
ガ
ス
）
を
燃

料
と
し
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
高
効
率
で
運
転
し

て
電
気
と
熱
を
供
給
す
る
事
業
を
営
ん
で
い

る
。
下
水
処
理
工
程
で
は
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ

る
こ
と
で
、
下
水
汚
泥
を
約
１
／
10
ま
で
減

容
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
代
わ
り
に
大
量

の
メ
タ
ン
ガ
ス
（
バ
イ
オ
ガ
ス
）
が
発
生
し
、

そ
の
ガ
ス
を
通
常
は
燃
や
し
て
捨
て
て
い
る
。

こ
こ
糸
満
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
発
生
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
（
１
日
約
１
３
５
０
㎥
）
は
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
す
ぐ
隣
に
位
置
す
る
製
塩
工

場「
株
式
会
社 

青
い
海
」(

以
下 「
青
い
海
」)

ま
で
約
４
０
０
ｍ
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

引
い
て
供
給
し
て
い
る
。
発
生
し
た
バ
イ
オ

ガ
ス
を
下
水
処
理
場
の
敷
地
内
で
オ
ン
サ
イ

ト
利
用
（
例
え
ば
メ
タ
ン
発
酵
槽
の
加
温
）

し
て
い
る
事
例
は
今
ま
で
も
あ
る
が
、
敷
地

外
で
オ
フ
サ
イ
ト
利
用
す
る
事
例
は
国
内
初

の
取
り
組
み
と
な
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
に
よ
る

発
電
と
工
場
の

製
塩
工
程
で
の
熱
利
用

　

バ
イ
オ
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
コ
ー
ジ
ェ

ネ
は
、
25 

kW
×
５
台
が
「
青
い
海
」
の
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
、
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
を

そ
の
ま
ま
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
基
本
的

に
24
時
間
、
３
６
５
日
、
発
生
す
る
バ
イ
オ

ガ
ス
の
量
に
合
わ
せ
た
台
数
制
御
運
転
を

行
っ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
発
電
し
た
電

力
は
、
い
と
ま
ん
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
が
電
力

小
売
り
事
業
者
の
沖
縄
ガ
ス
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー

と
再
エ
ネ
特
定
卸
供
給
の
契
約
を
し
た
上

で
、
沖
縄
電
力
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
国
に
よ
る
再
エ

ネ
の
固
定
価
格
買
取
制
度
）
で
20
年
間
売
電

し
、
電
気
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
。
メ
タ

ン
発
酵
バ
イ
オ
ガ
ス
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
売
電
単
価
は

39
円
（
税
別
）
で
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
中

で
は
恵
ま
れ
た
単
価
設
定
に
な
っ
て
い
る
の

も
、
国
が
こ
の
分
野
の
普
及
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
ガ
ス
ニ
ュ
ー
パ

ワ
ー
は
、
地
元
の
西
崎
工
業
団
地
の
企
業
に
、

従
来
よ
り
安
い
単
価
で
売
電
し
て
、
地
元
企

業
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で

発
電
と
同
時
に
生
ま
れ
た
排
熱
は
、
製
塩
工

程
で
使
わ
れ
る
。
30
℃
の
海
水
を
通
常
は
ボ

イ
ラ
ー
で
１
０
０
℃
ま
で
昇
温
し
て
塩
を
作

る
が
、
約
85
℃
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
に
よ
り 消化ガス貯留タンク

海水濃縮タンク

■ エネルギーフロー図

消化ガス
貯留タンク

バイオガス
（消化ガス）

糸満市
浄化センター

コージェネレーション
（25kWx5台）

排熱

FIT売電（沖縄電力）

電力小売り
（沖縄ガスNP）

青い海
（製塩工場）

西崎工業団地
ほか

■ ガスコージェネレーションで発電した電気の流れ

いとまん
バイオエナジー

FIT売電
沖縄電力

一般送配電事業者

再エネ
特定卸供給

小売電気事業者

沖縄ガス
NP

西崎工業団地
ほか

発電事業者

販売

30
℃
の
海
水
を
70
℃
ま
で
昇
温
で
き
る
の
で
、

ボ
イ
ラ
ー
の
仕
事
は
70
℃
か
ら
１
０
０
℃
に

す
る
だ
け
と
な
り
、
40
℃
の
差
分
が
省
エ
ネ

に
な
る
。
排
熱
利
用
だ
け
で
Ｃ
Ｏ
２
を
年
間

５
０
０
ト
ン
削
減
、
電
気
も
合
わ
せ
る
と
合

計
で
年
間
１
０
０
０
ト
ン
の
削
減
に
寄
与
し

て
い
る
。

　

今
ま
で
使
わ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
、
ま
た
地
元
企
業

を
中
心
に
地
産
地
消
を
し
て
地
域
に
還
元
す

る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
。
沖
縄
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
国
内
初
の
取
り
組
み
が
、
全
国

に
あ
る
下
水
処
理
場
、
あ
る
い
は
メ
タ
ン
を

排
出
し
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
も
広
ま
り
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
時
代
の
一
翼
を
担
う
時
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム製
モ デ ル 名 ＢＰ２５Ｄ１－ＴＦＪＧ
燃 料 種 別 下水処理場バイオガス
定 格 出 力 25ｋＷ
台 数 ５台（1台予備機）
温水取出温度 85℃

効 率 総合：85％／発電：32％
排熱回収：52％

運 転 時 間 24時間ｘ365日
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